
２０１１年度版

地球環境に優しいカルプ材
　　カルシュウム・イン・プラスチック（抗菌入）

①　樹 脂 材 料

【物性試験】 品　番　  Ｐ Ｔ ４ Ｎ １

測 定 項 目 　　　　　　材　料　試 　験 　法 単　　位

曲 げ 強 度 ＡＳＴＭ　Ｄ７９８ Ｋｇ／cm2

曲 げ 弾 性 率 〃 〃

引 張 強 度 ＡＳＴＭ　Ｄ６３８ 〃

引 張 弾 性 率 〃 〃

引 張 伸 度 〃 ％

硬　　　　 度 ＡＳＴＭ　Ｄ７８５ Ｈｓ

荷重たわみ温度 ＩＳＯ７５ ℃

（熱変形：１００℃）

【耐候性試験】

　　　　　　引　張　試　験 　衝撃試験

照射時間 引張強さ 引張弾性率 伸　び 　ノッチなし 外観判定

Ｈｒ Ｋｇ／c㎡ Ｋｇ／c㎡ ％ Ｋｇ cm/cm 目　視

0 274 23,100 24 　　89 良　好

500 283 24,500 26 　　82 良　好

1,000 284 24,500 22 　　88 良　好

1,500 283 24,000 25 　　69 良　好

2,000 283 23,600 22 　　59 良　好

・塩化水素　　１０％　ＨＣＬ　２３℃　９日間浸せき

・重量変化　　-０.０２６％

・引張試験　　（ＡＳＴＭ　Ｄ６３８）

所　見

１．２０００時間後の引張強さ及び伸びの著しい低下は認められず、衝撃強さに関しては

　　ブランクの６０％強の保持率が認められております。

２．２０００時間後の外観は表面亀裂が認められていません。

３．大気汚染の原因となる有毒ガス（ＳＯｘ,ＮＯｘ,ＨＣ１）が出ません。

４．ＲｏＨＳ指令の下記物質は添加してません。

　　・カドミウムおよびその化合物

　　・鉛およびその化合物

　　・水銀およびその化合物

　　・六価クロム化合物

　　・ポリブロモビフェニル（ＰＢＢ）

　　・ポリブロモジフェニルエーテル（ＰＢＤＥ）

８９．６

ロール･ロストン　ミルシート

１１７

３５．２

１８３５

２４．１

１４２００

５８．６



②　連　結　ゴ　ム

【ＥＰＴ丸紐耐薬品性試験】

１．試　験　方　法

　　２３℃の試薬中に試験片（直径５０㎜、厚さ３㎜）を７日間（１６８時間）浸漬した後、外観変化

　　及び重量変化を測定した。

２．測　定　結　果

　　　試　　　　薬 　　　　　外　　　　観 　　重　　量

ガソリン 　　　　　　○ ○

ブレーキオイル 　　　　　　○ ○

純　水 　　　　　　○ ○

中性洗剤 　　　　　　○ ○

　２％　食塩水 　　　　　　○ ○

１０％　食塩水 　　　　　　○ ○

ベンゼン 　　　　　　○ ＋１．７

トルエン 　　　　　　○ ＋１．０

キシレン 　　　　　　○ ＋１．０

１０％　塩　酸 　　　　　　○ ○

　３％　硫　酸 　　　　　　○ ○

３０％　硫　酸 　　　　　　○ ＋０．２

１０％　水酸化ナトリウム 　　　　　　○ ○

３０％　水酸化ナトリウム 　　　　　　○ ○

　３％　水酸化カリウム 　　　　　　○ ○

２０％　水酸化カリウム 　　　　　　○ ○

アセトン 　　　　　　○ ○

メチルアルコール 　　　　　　○ ○

エチルアルコール 　　　　　　○ ○

注１）　　重量変化の単位はＷｔ％で示す。

　 ２）　　表中符号は－は重量減少、＋は重量増加を示す。

　 ３）　　試験片は射出成形にて作成した。

【ＥＰＴ丸紐物性試験】

試験方法（ＪＩＳ　Ｋ－６３０１に準拠）

材質番号：　ＴＡ－５

　　　　常　態　値 耐熱老化性（100℃×72Ｈ）

硬　　　度　（Ｈｓ） 　　　　　　　　７５ 　　　　　　　　＋４

引張強（㎏/c㎡) 　　　　　　　１２９ 　　　　　　　　＋３％

伸　　　び  （％） 　　　　　　　２５０ 　　　　　　　－１３％

圧縮永久歪み　（７０℃×２２Ｈ）　 　　 　　　　　　　　　： １２％

耐オゾン性（５０pphm ×２０％伸長×４０℃×１５８Ｈ）： クラックその他の異常なし

引張り強さ

１０％引張り応力　　㎏/９φ×１．０００Ｌ ２．０２０ ｇ

　　　〃　　　　　　　　㎏/９φ×２．０００Ｌ ２．０１５ ｇ

　　　〃　　　　　　　　㎏/９φ×３．０００Ｌ ２．０２０ ｇ



【曲げ試験：RRAタイプ】

荷　　　重

　　　　　３５

２５

　　　　　　　　支　点　距　離

支点間距離 最大荷重 最大荷重時のたわみ量

（㎜） （Ｋｇｆ） 　　　　　　（㎜）

ＲＲＡ　～１８０ １３０ ８４．０ 　　　　　　５．３

ＲＲＡ　～２００ １５０ ８６．０ 　　　　　１２．６

ＲＲＡ　～２５０ ２００ ６７．３ 　　　　　１０．５

ＲＲＡ　～２６０ ２１０ ６４．９ 　　　　　１６．６

ＲＲＡ　～３００ ２５０ ６０．２ 　　　　　１９．５

試験方法（ＪＩＳ　Ｋ－７２０３に準拠）

試 験 速 度： ５．０mm／min

試験片個数： 各１本

試 験 温 度： ２１℃，５６％

支点距離 荷重（100ｋｇｆ）荷重（200ｋｇｆ） 荷重（300ｋｇｆ） 荷重（400ｋｇｆ） 荷重（500ｋｇｆ）

　　たわみ量 　　たわみ量 　　たわみ量 　　たわみ量 　　たわみ量

（㎜） （㎜） （㎜） 　　（㎜） （㎜） （㎜）

ＲＲＡ　～１８０ １３０ ０．８４ １．０２ １．１５ １．２７ １．３８

ＲＲＡ　～２００ １５０ １．３９ １．６３ １．８１ １．９８ ２．１４

ＲＲＡ　～２５０ ２００ １．７７ ２．２２ ２．６１ ２．９２ ３．２９

ＲＲＡ　～２６０ ２１０ １．３２ １．８８ ２．３７ ２．８４ ３．２９

ＲＲＡ　～３００ ２５０ １．００ １．５２ ２．００ ２．９８ ３．８７

試験方法（ＪＩＳ　Ｋ－７２０３に準拠）

　供試品中央部に鉄板（長さ ３７５mm，幅 １００mm，厚さ ８．８mm）を置き、曲げ試験を行った。

試 験 速 度： ５．０mm／min

試験片個数： 各９本組

試 験 温 度： ２１℃，５６％



【曲げ試験：RRA-Tタイプ】

荷　　　重

　　　　　３５

２５

　　　　　　　　支　点　距　離

支点間距離 最大荷重 最大荷重時のたわみ量

（㎜） （Ｋｇｆ） 　　　　　　（㎜）

ＲＲＡ　１００T １００ ４３９ 　　　　　　７．２

ＲＲＡ　１５０T １５０ ２１４ 　　　　　　６．５

ＲＲＡ　２００T ２００ １２２ 　　　　　１０．１

ＲＲＡ　２５０T ２５０ ９５．５ 　　　　　１８．５

試験方法（ＪＩＳ　Ｋ－７２０３に準拠）

圧 子 寸 法： Ｒ５mm，幅７２mm

試 験 速 度： ５．０mm／min

試験片個数： 各２本組

試 験 温 度： ２３℃，５０％

支点距離 荷重（100ｋｇｆ）荷重（200ｋｇｆ） 荷重（300ｋｇｆ） 荷重（400ｋｇｆ）

　　たわみ量 　　たわみ量 　　たわみ量 　　たわみ量

（㎜） （㎜） （㎜） 　　　（㎜） （㎜）

ＲＲＡ　１００T １００ ０．７２ ０．９９ １．７６

ＲＲＡ　１５０T １５０ １．６４ ２．３１ ４．９０

ＲＲＡ　２００T ２００ ３．２４ ５．７１ ５．７１

ＲＲＡ　２５０T ２５０ ４．４６ １０．３５ NG

試験方法（ＪＩＳ　Ｋ－７２０３に準拠）

圧 子 寸 法： Ｒ５mm，幅７２mm

試 験 速 度： ５．０mm／min

試験片個数： 各５本組

試 験 温 度： ２３℃，５０％

NG

１．３１

３．２５

３．２４



【曲げ試験：RRA-Lタイプ】

　　　　荷　　　重

　35

２５

　　　　　支　点　距　離

支点距離 荷重（100ｋｇｆ）

　　たわみ量

（㎜） （㎜）

ＲＲＡ　１５０L １５０ ５．４５

ＲＲＡ　２００L ２００ ６．５０

ＲＲＡ　２５０L ２５０ ６．０４

ＲＲＡ　３００L ３００ ８．４２

試験方法（ＪＩＳ　Ｋ－７２０３に準拠）

圧 子 寸 法： Ｒ５mm，幅７２mm

試 験 速 度： ５．０mm／min

試験片個数： １５０L：７本、２００L：１０本、２５０L：１３本、３００L：１５本

試 験 温 度： ２３℃，５０％

荷　　　重



【温度特性】

　　　　　　　　　　ダイセルポリマー株式会社

　　　　　　　　　　　DAICEL POLYMER LTD.
  　　   ※注）  線膨張係数を基に作成したグラフでありこれらの数値は、代表値であって品質保証値ではありません。
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